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① ＪＡ鳥取西部のトリセツ制作。就職説明会で活用 

ＪＡ鳥取西部は２月１日、新採用の就職説明会

や支所窓口、直売所、イベントなどで活用する「Ｊ

Ａ鳥取西部のトリセツ（取扱説明書）」を、ＪＡ共

済連の地域・農業活性化促進助成金を利用して２

万部作成した。写真を大きく、各事業紹介や直売

所、管内マップをなど掲載し、ＪＡの利用方法な

どを簡潔に紹介している。 

紙面で伝えきれない情報はスマートフォン等で  

ＱＲコードを読み込むと公式ホームページに誘導していく。 

 

② セブン‐イレブン向け大山ブロッコリー前年同期比３倍増 

 ＪＡ鳥取西部におけるコンビニ最大手セブン‐

イレブン向け２０２１年産「大山ブロッコリー」

の出荷量１月末現在で前年同期比３倍の 11.2t と

なった。 

ＪＡの大山青果物集出荷予冷センターには連

日、鮮度保持袋に入った２Ｌ以上の大山ブロッコ

リーが専用コンテナで持ち込まれる。出荷した大

山ブロッコリーはサラダの具材などに使われ、全

国の店頭に並ぶ。 

 

 

③ 秋冬ネギ終盤 

ＪＡ鳥取西部管内では、２０２１年産秋冬ネギ

の出荷が終盤を迎えた。ＪＡ白ネギ共同選果場で

は、連日持ち込まれる秋冬ネギの選果・箱詰め作

業が行われている。 

２１年産秋冬ネギの実績は１月３１日現在で、

６５万６４７２箱（１箱３キロ）、販売金額は６億

８６６７万円。夏場の大雨の影響で１１月の出荷

量が落ち込んだが、天候の回復や生産者の努力   

で前年同期より約１万５０００箱上回る出荷となっている。 

 

 

 

 

 



④ 葉タバコ廃作生産者を支援 

ＪＡ鳥取西部は２月１０日、葉タバコを廃作す

る生産者を対象に、葉タバコ廃作次期作物支援説

明会を開いた。 

廃作する生産者に、葉タバコの替わりに栽培で

きる作物の情報を提供することで、スムーズな転

作や安定した農業経営をサポートする。 
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